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貸与奨学生 

｢奨学金継続願｣の提出について 
最終貸与年を除いた毎年 12月〜1月頃に行う、翌年度の貸与資格に関わる大変重要な手続きです。期限までに提出（スカ

ラネット・パーソナルからの入力）しなければ、翌年度以降の奨学金は「廃止」（奨学生としての身分喪失）となります。
１．「奨学金継続願」入力期間

2024 年 12 月 16日（月）～2025 年 1 月 17（金） 
※入力時間 8：00～25：00（年末年始（2024年 12月 29日～2025年 1月 3日）は除く）

注意 未提出者、虚偽の申告は「廃止」（奨学生の資格喪失） 
２．適格認定 

｢奨学金継続願｣を期限までに提出した翌年度の貸与継続希望者について､人物・学業・経済状況の三要素に基づき､奨学
金継続の可否等が判断されます。(｢詳細は別紙「『奨学金継続願』準備用紙」p.2「『適格認定』について」参照） 
・「学業」について・・・標準修得単位数を修得しているとともに学修の意欲があり、確実に最短修業年限（学部:4年間、

・修士:2年間、博士:3年間）で卒業/修了できる見込みがあること。
※標準修得単位数等、学業成績基準の詳細は、学生支援課ウェブサイトを参照。（1月初旬掲載予定）

 

３．2025年度の奨学金振込日 
   「警告」「継続」認定者： 202５年 4月 21日（月）【予定】 ※状況により 5月となる場合があります。 
４．適切な貸与月額 

奨学生本人の収支差が、学部生 36 万円（大学院生 45 万円）以上だと借りすぎとされています。この機会に借りすぎになっ
ていないかを確認し、必要な場合は減額する等見直しをしてください。  

５．2023年度適格認定での「停止」者 （2024年度奨学金が停止となった者） 
再交付を希望する者で、「停止」事由が解消されたことを確認できた場合「復活」となり、2025 年度 4 月分から貸与再開となり
ます。（振込日：2024年 5月中旬【予定】） 
「停止」事由が解消されていない場合は、「再停止」（来年度 1年間も停止）または、廃止となります。  

6．｢奨学金継続願｣の提出方法 
①「『奨学金継続願』入力準備用紙」へ記入

②スカラネット・パーソナルにログイン・入力 ※誤入力でも「辞退」「廃止」になります。入力は慎重に。
スカラネット・パーソナル https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/

③奨学金継続願情報一覧画面の確認、送信 ※必ず確認し､画面を画像として保存
するか、印刷してください｡

④受付番号の表示（完了）
※必ず確認し、保管。表示されない場合は提出できていないため、再度入力してください。

スカラネット・パーソナル入力画面
※登録が未だの方はまずは「新規登録」。
登録手順は、以下参照。
https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/

適切な貸与月額への指導(面談)（対象者のみ） 

6月頃（予定）対象者（基準額超過者）へ YNU メール
で連絡、個別面談 

「奨学金継続願」提出（スカラネット・パーソナル入力） 
翌年度継続希望 翌年度継続を希望しない ＝辞退 

 

適格認定
継続・警告・停止(1年間)・廃止の認定 貸与終了・・・返還手続きへ 廃止 

 

継続・警告
翌年度受給継続 

 

停止
翌年度受給停止 

「奨学金継続願提出」 
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〈入力時の注意事項〉（アルファベットは対応する項目） 
E-あなたの返還誓約書情報
変更がある場合は、変更後の住所・電話番号を入力するとともに、教育情報係（学生センター２階⑦窓口）で学籍情報の変
更手続きをしてください。
D-継続希望の入力
「奨学金の継続を希望しません」を選択すると辞退となり、翌年度以降奨学金は振り込まれません。

H-経済状況
収入/支出とも 2023年 12月〜2024年 11月の 1年間で算出。（2024年度入学者は入学月の 4月から 11月ま
での 8か月間）
※大学院生は本人の収入（アルバイト、父母等からの給付等）について確認して下さい。
※家賃等を月額で記入する誤りが非常に多いです。算出は年額で行ってください。
※重複計上とならないように注意してください。
※支出：入学料 28 万円/授業料 53 万円（長期履修生､授業料免除者（全額、半額､2/3,1/3 免除）は実際の
金額を入力｡）

〈送信・完了後の変更〉 
   「入力準備用紙」のコピーか「奨学金継続願情報一覧画面」に訂正内容を赤字で記載し、経済支援係へ提出してください。 

７．重要 「奨学金継続願」提出手続きにあたって 
・ 第一種/第二種併用貸与者は、それぞれの奨学生番号について入力が必要です。第一種貸与者で、給付奨学金(新制度)
の受給を受けている場合、貸与月額が０円となっていても「奨学金継続願」の提出が必要です。

・ ｢辞退 (=奨学金の継続を希望しない)｣や「休止（2025年 4月以降の休学者）」予定者も､｢奨学金継続願｣の提出は
必要です｡ ※「辞退」は取り消すことができないため、ご注意ください。

・ ｢廃止｣者、「辞退」者は､返還手続きを行う必要があります｡詳細は、4月以降ご連絡します。
また、貸与終了後も在学し、在学中の返還猶予を希望する場合は、「在学猶予願」の提出が必要です。
注意 「辞退」者で、「返還方式」の変更（第一種）・「利率の算定方法」の変更（第二種）を希望する方は下記までに
    経済支援係へ必要書類を提出してください。 

提出期限：2025年 2月 20日（木）17:00 
・大学院 第一種貸与者の、「特に優れた業績による返還免除」への申請を希望する方で、今回の継続願提出手続きの際に
「辞退」をする方も、貸与終了年度の申し込みが必要です。2024 年度の申請受付での申し込みが必要ですので、ご注意くだ
さい。（詳細は、学内掲示板・学生支援課ウェブサイトにてご確認ください。）

８．その他 
・継続願・適格認定に係る説明会は実施しませんが、説明資料は（学生支援課ウェブサイト内）からご覧になれます。
【問い合わせ】
横浜国立大学 学生支援課 経済支援係 学生センター2階 ①窓口 土日祝日除く 8:30～12:45/13:45～17:00 
Email： gakusei.keizai@ynu.ac.jp 

学生支援課ウェブサイト： http://www.gakuseisupport.ynu.ac.jp/  
横浜国立大学ウェブサイト ＞教育・ 学生生活 ＞ 学生支援課ウェブサイト 

http://www.gakuseisupport.ynu.ac.jp/
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【大学院用】

■ 貸与額の見直しについて

現在借りている月額が本当に必要な金額かを確認してください。

借り過ぎ防止や計画的な返還のために、卒業後の生活設計等を見据えてご自身の経済状況を振り返りましょう。
支出に比べて収入が一定額以上多いときには、辞退や貸与月額の見直し（減額）等も含めて検討してください。

※1昔りた奨学金は貸与終了後に返還する義務があります。

◎返還額がいくらになるのか知りたい場合は・・・
JASSO ホ ー ムペ ー ジでは、｛昔りる金額や月数等を入力することで、

月閃の返還額がジミュレ ーションできます。 口襦§回
「奨学金貸与・返還シミュレ ーション」

◎辞退や貸与月額を変更したい場合は・・・
・辞退：「奨学金継続願」の入力で、2025年4月分からの辞退手続きが可能です。
•月額変更：JASSO ホ ー ムペ ー ジで手続方法のご案内を掲載しています。

響ホ ーム»奨学金»在学中の手続き»在学中の各種変更等の届出・願出»月額変更
※第二種奨学金の減額は、スカラ PS から申請が可能です。 回ふ況

■ 適格認定について

あなたが「奨学金継続願」を入力すると、学校は以下の3つの要素に基づいて、奨学金貸与の継続可否等を下
表の区分に廊じて判断します。

学業不振等の場合には、奨学金の交付が廃止（打ち切り）又は停止（中断）となりますので、奨学生としての
自覚と責任を持って勉学に励んでください。

(1)人物

生活全般を通じて態度・行動が貸与奨学生にふさわしく、奨学金の貸与には返還義務が伴うことを自覚し、
かつ、将来良識ある社会人として活躍できる見込みがあること

(2)学業

修業年限で確実に卒業（修了）できる見込みがあること
（卒業（修了）延期が確定した者又は卒業（修了）延期の可能性が極めて高い者等は原則「廃止」です。）

(3)経済状況

修学を継続するために引き続き奨学金の貸与が必要と認められること

認定区分 処置（どうなるか） 4月以降の振込み

廃 止 ・貸与奨学金の交付を取り止めます。（奨学生の資格を失います。）
※貸与奨学金の返還開始の手続きが必要です。

・貸与奨学金の交付を停止します。(1年以内で学校長が定める期間） 振り込まれません。
停 止 ※学業成績が回復した場合は、 貸与奨学金の交付を「復活」できることがあります。

貸与奨学金の交付再開を希望する旨を学校へ申し出る必要があります。

・貸与奨学金の交付は継続します。 振り込まれます。
菫
；；；；；

牛CJ •学業成績が回復しない場合は、「廃止」又は「停止」となることがあ 2025年4月分の交付日は、
ります。 4月21日（月）です。振込状

継 続 ・貸与奨学金の交付を継続します。
況は、ご自分で通帳記帳等に
て確認してください。

・卒業（修了）延期が確定しているにも関わらす「廃止」又は「停止」と認定されていないことが判明した場合等には、認定時に
遡って「廃止」又は「｛亭止」に処置を変更します。その場合は、遡った期間に振り込まれた貸与奨学金のすみやかな返金が必要
です。

・「処置通知」は、4月の振込日以降に学校を通じて交付します（「継続」は交付されません）。
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